
化学的酸素要求量，窒素含有量及びりん含有量に係る

総量削減計画等について（概要）

１ 総量削減計画の概要

２ 削減目標量及び総量規制基準

国の総量削減基本方針において，瀬戸内海（大阪湾除く）については現在の水質から悪化さ

せないことを目途とし，平成３１年度を目標とする本県の削減目標量が定められた。

●削減目標量：１日当たりの汚濁負荷量は次の数値内とする

平成31年度 （参考） 平成26年度

第8次目標 第７次目標 第７次実績

ＣＯＤ 34トン 35トン 29トン

窒素含有量 19トン 19トン 17トン

りん含有量 1.5トン 1.5トン 1.4トン

●総量規制基準：知事が定める値（Ｃ）は第７次から変更なしとしたい。

総量規制基準値（Ｌ）＝知事が定める値（C）×特定排出水量（Q）×１／１０００

㎥［㎏/日］ ［㎎/リットル］ ［ /日］

※C値は業種毎に定める 例：パルプ製造業７０㎎/リットル など２１５種

３ 今後の予定

平成２９年 ２月 議会報告，パブリックコメント，環境大臣事前協議

３月 徳島県環境審議会生活環境部会

４月 環境大臣正式協議

６月～ 議会報告，総量削減計画の策定及び告示

第８次総量削減基本方針(環境大臣) H28.9.30策定

目標年度、削減目標量、削減に関する基本的事項

第 ８ 次 総 量 削 減 計 画 (県知事)

発生源別（生活排水、産業排水、その他）の削減目標量、方途等

総量規制基準
•日平均排水量50m3以
上の特定事業場に対
する規制

削減指導等
•小規模事業場等対策
•未規制事業場対策
•農業、畜産農業等

事業の実施
•下水道・浄化槽等の
整備

•その処理の高度化

国の基本方針に基づき策定を進める
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